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らの問題解説」が約48%と なり,次 いで 「問題作

成」が約32%で あった。自由記載欄から 「理解 し

てない課題の時にはブラッシュァップが難 しかっ

た。」や 「プレゼンテーシ ョンではただ読んで説

明す るだけに感 じた。」等の記述があった。

【まとめ】全体 を通 してI.C.T.Ⅱに対するネガテ ィ

ブな評価は少なかったが,問 題作成や解説に比較

して,ブ ラッシュアップやプレゼンテーシ ョンで

は改善する余地のあることが示唆された。

　 9)平 成22年 度I.C.TⅡ にお けるアンケー ト調

査

　○岡田 英俊1,阿部 匡聡1,前田 豊信2,茂呂祐利子3

　　　　　　　車田 文雄4,大須賀謙二2,宇佐美晶信3

　　　　　(奥羽大・歯 ・生体材料1,口腔機能分子生物2,

　　　　　　　　　　　　　 生体構造3,口腔衛生4)

【目　 的】I.C.T.Ⅱでは歯学部1,2年 生時に履修

する科 目についてパーソナルコンピュータを応用

して学習するスタイルで授業 を行っている。これ

までに授業内容を改善するため担当教員間で も検

討 してきたが,授 業 を受ける学生がどのように評

価 しているかも確認する必要があると考 えられた。

そこで今回は授業 を通年 で受 けた平成22年 度歯

学部2年 生に対 しアンケー ト調査を実施 した。

【方　法】アンケー ト調査の対象は平成22年 度奥

羽大学歯学部第2学 年61名 とした。調査は無記

名式 とし,7項 目によって行った。また,各 項 目

に自由記載欄を設定 した。

【結　果】「I.C.T.Ⅱはその期間を通 してどうで し

たか?」 については非常に満足,満 足が約55%,

やや不満,不 満が約10%で あった。「各科 目の時

間配分についてはどうで したか?」 については非

常に満足,満 足 が約54%,や や不満,不 満 が約

6%で あった。「課題にたいする問題作成はどうで

したか?」 については非常に満足,満 足が約43%,

やや不満,不 満が約8%で あった。「問題のブラッ

シュアップについてはどうで したか?」 非常に満

足,満 足が約41%,や や不満,不 満が約10%で あっ

た。「問題のプレゼンテーシ ョンについてはどう

で したか?」 については非常に満足,満 足 が約

39%,や や不満,不 満が約9%で あった。 「教員か

らの問題解説についてはどうでしたか?」 につい

ては非常に満足,満 足が約75%,や や不満,不 満

は無かった。「学習効果が最 も高いと感 じた項 目

どれで したか?」 については高い方から 「教員か
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